
















































体連合会、日本経営者団体連盟、経済同友会の 3 団体から 2006 年までの
































































され（伊藤他 1993, 山森 1995, 山森他 2003）、以下が明らかにされた。1. 
学習総語彙数の減少、 2. 会話文の比重の増加、3. 文字数全体の減少、4. 文
法項目の軽視および配列の変化である。











年施行）の時などは、それまで５種 37 の文型が５種 22 と、21 項目の文法











いる」11）こと、そしてデータの開始年度の 1995 年度から 2008 年度までの
14 年間では、Z 得点換算（= 偏差値換算）は「7.4 点も低下していた」12）と
その低下の程度の大きさを数値で示した。
1998 年度の高校１年生は 1996 年度施行の指導要領にのっとったコミュ
ニケーション重視の方針で中学 3 年間英語を学んできた生徒たちである。
また斉田が経年比較に用いた手法は IRT（Item Response Theory, 項目応答
理論）というテスト理論であり、同一問題を用いなくても、テスト結果の比

















ている。関他は全国 33 の国私立大学の 2008・2009 年度入試問題計 91 本
を 3 種類に分類し分析した。その結果、「A 型」（文法訳読式授業に合致す
るタイプ）40.41%、「B 型」（コミュニカティブな授業に合致するタイプ）













試験の種類 読解 作文 文法・語彙
①センター試験 80％ 5％ 15％
②国公立大試験 70％ 30％ 0％
















































































TOEFL には iBT（インターネット版）、 PBT（ペーパーテスト）、ITP（団
体向け）の３種類があるが、大学入試に導入が検討されているのは iBT であ
































TOEFLiBT の Reading セクションのパッセージは平均語数約 700 語、１




まず、長さと試験時間については、TOEFL は、1 パッセージ平均 700 語
に加え、問題文平均 470 語、計１問平均 1170 語と推定される。センター
試験（2013 年度）は 3701 語と報告されている 25）。試験時間を同じ 80 分
与えられたとして、TOEFL は大問４題、つまり 4,680 語を 80 分で読むこ
とになる。読みの速度を１分間に換算（wpm）すると、TOEFL58.5 語、セ







TOEFL 3510 〜 4,680 語 60 〜 80 分 58.5



























て 13 題、第３問 A も短い会話文、B は長めの会話文 3 題ずつ、第４問は A
が短め、B が長めのモノローグを聴いて答える問題が３題ずつ、すべて合わ

































































































５）中学校学習指導要領（1998 年）10. 外国語 1 教育課程審議会の答申









New Horizon（2006-09 年度版東京書籍）は 3 巻で 1,001 語であり、
明治期を代表する New National Readers（43,534 語）の約６分の１、
戦後 1950 年代を代表する New Jack and Betty（24,172 語）の約 3 分
の 1 に過ぎず、高校の代表的教科書 Unicorn シリーズの 3 冊（英語Ⅰ、
英語Ⅱ、リーディング）の累計語数は年代別に 1980 年代 51,548 語、
1990 年代 36,678 語、現行版 33,948 語と減少をしている。
８）同上、p.70 によると、1 語あたりの反復回数は Unicorn では 1980 年
代は 15.7、1990 年代は 10.5、現行版は 9.1 回であり、New Horizon








15）同上 , p.320　分析した 91 の入試問題の平均値は試験時間 83.85 分、
総語数 2,109.04 語。多い所では早稲田理工学部が 08・09 年とも 80
分で 4,000 語程度の英文問題を出題している。ベネッセ（2012）もセ























24）TOEFL 以外では、代表的なものだけでも TOEIC, British Council が共
同開発に入っている IELTS や英検、国連英検、GTEC, TEAP 等があり、
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